
伊万里市立山代中学校 学校目標  「心豊かでたくましく、志をもつ生徒の育成」  

元気いっぱい 
令和５年１１月３０日 文責  校長  山本直樹  Ｎｏ.１２  

本校では、平成20年、現職で亡くなられた元本校校長、

栗原史好先生の命日11月２日を含む1週間を「いのちと

生き方を考える週間」としています。当時、私も山代中に在

籍していたので、毎年この時期になると栗原校長先生のこ

とが思い出されます。亡くなられる1週間前の文化発表会

に来られ、生徒の合唱を聞いて大変感動されたことや生徒

や教員で夢や希望を書いた短冊に「命あるかぎり一日一日

を大切に生きたい」と最後の言葉を残されたことなど、当

時のことがよみがえってきました。あれから１５年の月日

がながれました。 

11月２日（金）の「いのちと生き方を考える集会」では、

福岡から伊藤さんをお招きし「戦地からの絵手紙」というテ

ーマでお話をしていただきました。1940年、伊藤さんの

祖父、伊藤半次さんは陸軍に入隊し、中国満州や沖縄から妻

や幼い3人の子どもに４００通に及ぶ手紙や絵手紙を送ら

れました。戦地での生活や家族や子ども達の成長を思いう

かべ柔らかなタッチで描かれています。戦地からの手紙で

すがどの文面も明るく描かれており、家族と一緒に見返す

日を待ち望んでいた半次

さんは、32歳の若さで沖

縄で戦死されます。沖縄

からの手紙は 3 通だけで

絵は描かれていなかった

そうで沖縄が日本唯一の

地上戦、激戦地であった

ことがわかります。 

後半は、実物の絵手紙

を見て文面を読み解いて

理解を深めました。世界

に目を向けると、国と国、

人と人が憎しみ合い、争

い、悲惨な映像が毎日の

ように流されています。

改めて、命や平和、家族愛

について考えることがで

きました。 

 栗原先生の奥様より今年もご寄付を贈っていただきました。毎年いただいており、命や生き方

に関する書籍を購入し、図書室の「栗原史好先生・命の文庫」に納めさせていただいています。 

日本からの郵便物に喜ぶ半次さん 

成長したわが子を思い描いたビワ取りの絵 



 

 

１日～６日（水）生徒会長選挙運動期間 

２日（土）授業参観（ふれあい道徳） 山代町青少年健全育成大会講演会 

４日（月）1年生教育相談 ２年生二者面談 ３年生三者面談   

４日（月）～１０日（日）人権週間  

５日（火）1年生教育相談 ２年生二者面談 ３年生三者面談  

６日（水）3年生保育実習 生徒会長選挙 

７日（木）1年生教育相談 ２年生二者面談 ３年生三者面談 

８日（金）1年生教育相談 ２年生二者面談 ３年生三者面談 

１０日（日）山代町子ども駅伝大会 

１１日（月）1年生教育相談 ２年生二者面談 ３年生三者面談 

１２日（火）1年生教育相談 ２年生二者面談  

１３日（水）心をはぐくむ集会 ぶっくん  

１４日（木） 読み語り               

２２日（金）2学期終業式   冬季休業 ～1月7日まで  始業式１月９日 

 ３日（祝）、第５７回子ども話し方大会が開催され、山代

町子ども会から３年生の諸岡憂來さんが出場しました。演

題は「手話から聴こえてきたこと」で、手話を交えて来年

の２０２４国スポ・全障スポの話題にも触れ、自分の思い

を堂々と述べることができました。そして、中学の部で見

事最優秀賞を受賞しました。おめでとうございました。 

 １０日（金）、文化発表会で発表できなかった２年生

の劇の発表がありました。総合的な学習で積み上げてき

たことや将来に向けてのメッセージを発信できました。

息のそろったダンスもあって体育館は終始和やかな雰

囲気に包まれました。 

 

 

〇朝ごはん川柳コンクール 元気が出るで賞  

「朝ごはん 心も体も ポッカポカ」   川久保碧織さん（2年生） 

〇税についての作文コンクール 

 ・佐賀県納税貯蓄組合連合会 会長賞  吉冨快音さん（３年生） 

 ・佐賀県武雄県税事務所長賞      松永響典さん（３年生） 

〇西部地区中学生女子バレーボール大会 準優勝 

〇佐賀県中学生空手道大会新人戦 ２年女子個人組手 第２位 小形愛実さん（２年生） 

男子団体組手 第３位 藤本龍心さん 松永心道さん（１年生） 


